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近畿大学校友会東京支部定期総会のご案内近畿大学校友会東京支部定期総会のご案内

定期総会・懇親会 『ベルサール八重洲』

日 時

場 所

交 通

会 費

ゲ ス ト

協 賛 品

連 絡 先

近畿大学校友会東京支部 事務局

平成３０年９月２０日（木） 【定期総会】１８：３０【懇 親 会】１９：３０～２１：００

東京都中央区八重洲１－３－７ 八重洲 ファーストフィナンシャルビル２・３F ベルサール八重洲
電話（０３）３５４８－３７７０

１０、０００円（年会費３，０００円＋総会費７，０００円）
但し、今年卒業の新社会人の方は、年会費のみ、また、今年４月以降に新規ご入会頂いた方は、総会費のみと
させて頂きます。

「日本橋駅」A７出口直結（東西線・銀座線・浅草線）／「東京駅」八重洲北口より徒歩３分（JR線・丸ノ内線）
「三越前駅」B３出口より徒歩４分（半蔵門線）

高砂親方、伊勢ヶ濱親方、誉富士関、宝富士関の予定

可能な校友はお願いします。
懇親会にて抽選にてプレゼントします。

なお、懇親会のみの参加も可能です。 ＴＥＬ　０３－３６７４－２４７２　
ＦＡＸ　０３－３６７４－２４８６
E-mail　 info@kindai-kouyukai-tokyo.com
幹事長　関　真也まで
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昭和６１年商経学部商学科卒
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校友会東京支部支部長のあいさつ校友会東京支部支部長のあいさつ

ご案内

ベルサール八重洲
八重洲ファースト・フィナンシャルビル

　２０１７年９月２１日、ベルサール八重洲にて６０名の校友の参加のもと、近畿大学
校友会東京支部定期総会を開催しました。
　総会には、校友会本部や近隣支部、近畿大学校友課の皆様にも来臨を賜り、また、高砂
親方・伊勢ヶ濱親方、校友力士にも９月場所の合間を縫って参加いただきました。
　支部定期総会では従前より校友会活動に協力いただいている会員に加え、新会員の加
入増に向け、Facebook 等のＳＮＳを活用した情宣活動を活発化させたり、支部の親睦活
動強化を目指していくことを宣言しました。
　総会後には懇親会を開催し、毎年恒例のイベントでは今回は趣向を変え、幕下優勝を
果たした大岩戸関との「ジャンケン大会」で景品獲得目指し、懇親をさらに深めました。

近畿大学校友会東京支部定期総会・懇親会近畿大学校友会東京支部定期総会・懇親会
平成１１年法学部卒　雪吹　泰伸

　こんにちは東京支部の松元です。日頃から東京支部の活動にご協力またご参加頂き誠にありがとうございます。
先ず、この度西日本豪雨災害で被害に遭われた方々にお悔み又お見舞いを申し上げると共に被災地の早期復旧を
お祈り申し上げます。
　東京支部も今年で３５周年（古い資料を確認しますと６０周年？）を迎え、時代の変化を受け入れながら歴史
あるこの会を益々皆様とパワーアップしていけるように頑張っていければと思っております。
　近畿大学も受験者数全国NO1 になって久しく、２４時間オープンの図書館も出来てマスコミに露出する機会
も増えてきています。１０年前では考えられなかったことですが、東京にいて近大の話を聞くようになりました。
　そういう意味では校友会の存在が周知されればご参加して頂く機会が増え交流も増えるのではないかと思って
おります。以前から東京では多くの卒業生がお仕事や住まれたりしていると思われます。
　是非、何かの機会に卒業生に会う機会がありましたら東京支部をご紹介いただけましたら幸いです。
　大阪にあります近畿大学の東京支部です。
　ここ東京でより多くの卒業生が交流を深めていければ何かが生まれると思っております。
　引き続き、宜しくお願い申し上げます。







校友会東京支部　弘法山ハイキング（追悼山行）校友会東京支部　日和田山ハイキング
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昭和５７年商経学部卒　平井　智行

昭和５０年法学部卒　尾上　義和

　３月３１日（土）　天気：お花見日和　昨年は、雨の為中止となり、今年こそは、と前日はやきもきしたも
のでした。しかし、期待を裏切ることなく朝から快晴。心配は、お天気ではなく、「場所取り」でした。あの
大きな大きな代々木公園も昼前には、見ごろの場所がなく、ちょっと慌ててしまいました。幸い、支部長が
大きな体格を活かし、いや大きなシートで陣取ってくれた桜の木の下で、２０名近い校友やその家族が集ま
りました。驚いたのは、自分の為ではなく、皆のために飲み物や食べ物を持ち寄ってくださったことです。
少し風が強く、「桜吹雪」がコップやお皿に舞いおりてきても、まるでそれを楽しみながら、飲めや、呑めや、
のみなさーい、とそれはそれは盛り上がりました。あっという間に３時間が経過し、もっと桜を楽しむ人、
もっとお酒を楽しむ人、三々五々お開きとしました。来年も桜の下でお会いしましょう！

お花見お花見

　２月１日　生憎のお天気（雪まじりの雨）のなか、関東各支部合同の新年会が行われました。
　総勢６０名が集まり、大いに盛り上がりました。支部単位での集会とは異なり、多くのメンバーが集まる中、学生時
代の話、故郷の話、仕事の話、近況など、２時間がこれほど短いと思ったのは、今までになかったように思えました。当
然、飲んだお酒の量は半端なく、注文した飲み物が出てくるのを待ちきれず、「樽酒」にも行列が出来るほどでした。
高砂親方、伊勢ヶ濱親方はもちろん、校友課や東京センターからも御参加頂き、楽しいコミュニケーションの場となり
ました。当然のことながら、終了後はたくさんの方が、「もう１軒！」といいながら、会場を後にする姿が印象的でした。
　　　次回も、よろしくお願いいたします。

関東（東京・神奈川・千葉・茨城･静岡）各支部合同新年会関東（東京・神奈川・千葉・茨城･静岡）各支部合同新年会 昭和６１年商経学部卒　松元　潤一

　２０１７年１２月７日 ( 木 )、師走に入り慌ただしい中ではありましたが、東京駅八重洲中央口よりほど近い『日本橋　老舗屋』にて、東京支部
忘年会を開催しました。
　この老舗屋さんは“老舗より本物の美味しさをお届けする”をコンセプトに、日本橋にんべん本枯れ節、築地丸山海苔、小田原鈴廣蒲鉾等々伝
統ある江戸及びその周辺にある銘店の厳選素材を味わえるのが特徴で、平尾先輩（昭和３９年土木）をはじめ大岩戸関（平成１６年商）にも参加
いただき総勢１９名が、小唄・端唄が流れる小粋な空間で舌鼓をうちながら校友談義に花を咲かせました。
　入試シーズンも間近に迫り、昨今の志願者数の話題となりました。結果２０１８年度も志願者数は過去最高を更新、５年連続トップとなり飛躍
的に知名度が上がりました。関東地区からの出願者数も年々増加しているそうです。その勢いそのままに、更なる支部会員増は勿論、各行事への
参加者増にも繋がればとの思いです。

平成９年商経学部卒　関　真也
校友会東京支部忘年会校友会東京支部忘年会

　１０月２８日（土）　西武鉄道秩父線　高麗
駅に集合時間より少し早く着きましたが、駅
前の広場で埼玉県警の方から「最近山での事
故が増えています。」ということで、登山計画
書の提出を求められ、書類を提出することか
ら、ハイキングが始まりました。
参加者は、６名と少人数でしたが、その分、
それぞれが皆さんの顔色を見ながら楽しく進
めることが出来ました。
　天候は台風２２号の影響による曇り空で
時々「ぽつり、ぽつり」雨が降るという生憎
のお天気でしたが、あまり気にせず歩き始め、
コースも男坂・女坂の選択などは現地で決め

ると言う、「流れに任せて」足を運びました。
坂の分岐点では、結局二手に分かれ、金比羅
神社で再び合流することになりました。
　神社の手前では、急な坂道もありましたが、
上り詰めたところで、再び６人で、日和田山
山頂 (３０５ m) まで１０分かけて登り、道標
の前で記念写真を撮りました。
　天候も不安定なために、昼食は下山してか
らということにしましたが、雨の影響で地面
は滑りやすく、注意しながら下りました。登
山口まで戻った後は、巾着田の周りを流れる
河原へ向かいました。
　水がきれいな河原で昼食を取りましたが、
途中で雨が降り出し、橋の真下に移動して雨
をしのぎました。食事の後は、巾着田 ( 曼珠
沙華）公園のなかを散策し、ドレミファ橋（水
没橋）をわたることになり、増水のため通路
の一部で水が越えており、気を付けながらゆ
っくり慎重に渡りました。そして高麗峠まで
約１００ｍの高度差を、少々疲れもあり距離
が長く感じながらもゆっくりと登りました。
　峠に着いても雨降りやまず、５分程度休ん

で下りにかかりました。
　途中、宮沢湖 ( 人工湖 ) の工事の立て看板が
あり、湖畔の道を外れ、一般の車道を通りな
がら移動となりました。里山の中では、時たま、
あざやかな赤い実をつけた草のつるが見られ
　秋の風情が感じられました。まばらな村落
とお茶畑を眺めた後、車道わきの歩道をたど
り、「喜楽里」（温泉施設）に着きました。
　約１時間でしたが、楽しみにしていた温泉
で身体を休め、一息つくことが出来ました。「風
呂上りの一杯」は、飯能駅付近の居酒屋での
楽しみにして、バスに乗り込みました。しか
しお店はまだ空いていないお店が多く、よう
やく見つけても満席で入ることが出来ず、み
んな不機嫌になりながら、池袋に移動し、よ
うやくお酒にありつくことが出来ました。メ
ンバーのそれぞれの近況話しなどを肴にして、
楽しく過ごすことが出来ました。
　生憎のお天気の１日となりましたが、事故
や怪我などもなく、無事ハイキングを終える
ことができました。大変お疲れ様でした。有
難うございました。


